
　　 おねがいておねがいて

［１］［１］ 御願手御願手
０）０） 立位立位 （両足を閉じる）（両足を閉じる） で目を閉じ、で目を閉じ、 心眼＆心眼＆ 〈裏〉〈裏〉 の呼吸を調える。の呼吸を調える。

１）１） 両手をたかくあげ、両手をたかくあげ、 〈裏〉〈裏〉 の吸い切る呼吸＋はらの内間和りに集中の吸い切る呼吸＋はらの内間和りに集中

して少しずつ手を胸の前に下ろしながら、して少しずつ手を胸の前に下ろしながら、 「こころの窓は、「こころの窓は、 くもってないくもってない
はらはら たまたま 　　 　 のり と　 のり と

か」か」 と念じてと念じて 「祓い給え」「祓い給え」 と祝詞を唱える。と祝詞を唱える。
　 　 　 きよ　 　 　 きよ

２）２） 「こころの鏡は、「こころの鏡は、 にごってないか」にごってないか」 と念じて、と念じて、 「清め給え」「清め給え」 と唱える。と唱える。
　 　 　 　 さ き　 　 　 　 さき

３）３） 「こころの玉は、「こころの玉は、 いのちの火は、いのちの火は、 くすぶってないか」くすぶってないか」 と念じて、と念じて、 「幸「幸

　わい給え」　わい給え」 と唱える。。と唱える。。
し ょ う めいし ょ う めい

４）４）合掌の姿勢で召命合掌の姿勢で召命（“神の声”）（“神の声”）を待ち、を待ち、一度、一度、柏手をうつ柏手をうつ〈受容〉。〈受容〉。

　 　 ま　 　 ま

［２］［２］ 間間
　　 　 ま　 ま

　インバーター呼吸　インバーター呼吸 （吸い切って吐き切る呼吸）（吸い切って吐き切る呼吸） に転換して、に転換して、 間をおく間をおく

　（召命に答えるために、　（召命に答えるために、 自問自答を行う）。自問自答を行う）。

　　 　 おが　 おが

［３］［３］ 拝み手拝み手
　 しめい　 しめい

１）１） 使命使命 （神への誓い）（神への誓い） をこころの中で唱え、をこころの中で唱え、 〈表〉〈表〉 の吐き切る呼吸＋の吐き切る呼吸＋

はらの外間和りに転換してはらの外間和りに転換して “一歩、“一歩、 前へ”前へ” と念じながら、と念じながら、 一度、一度、 柏手柏手

をうつをうつ 〈表出〉。〈表出〉。
　 く もつ　 く もつ

２）２） そのまま両手をたかくあげて、そのまま両手をたかくあげて、 我が身を供物としてささげる。我が身を供物としてささげる。

　【表現】　【表現】
かしわでかしわで

柏手柏手 （神社でなぜ柏手を二度うつのか？）（神社でなぜ柏手を二度うつのか？）

呼吸＆元気呼吸＆元気 ：： ［１］［１］ 〈裏〉〈裏〉 ［２］［２］ インバーターインバーター ［３］［３］ 〈表〉〈表〉

　
王
府
時
代
に
編
纂
さ
れ
た
古
い
歌
謡
『
お
も
ろ
そ
う
し
』
に
も
現
れ
る
、
琉
球
舞
踊
の
基
本
三
手
の
一
つ
「
拝

み
手
」
が
、
い
わ
ゆ
る
気
の
養
成
と
密
接
に
関
係
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。
驚
く
こ
と
に
、
「
拝
み
」
の

意
識
の
深
さ
が
、
引
き
出
さ
れ
る
潜
在
能
力
の
度
合
い
に
、
大
き
く
影
響
す
る
こ
と
も
わ
か
っ
て
き
た
の
で
あ

る
。
言
っ
て
み
れ
ば
、
想
い
の
深
さ
、
す
な
わ
ち

「
自
分
を
中
心
と
す
る
空
間
の
広
が
り
の
意
識
」
に
ほ
ぼ
比

例
し
て
、
相
手
へ
の
作
用
は
だ
ん
だ
ん
大
き
く
な
っ
て
い
く
よ
う
で
あ
る
。
（
中
略
）

　

拝
み
手
は
、
古
来
、
天
地
を
支
配
す
る
も
の
へ
の
祈
り
や
、
敬
意
を
表
す
原
始
的
な
動
作
で
あ
る
が
、
拝
み

方
に
し
て
も
、
次
の
二
通
り
が
あ
る
の
で
、
古
手
で
は
、
一
方
を
拝
み
手
、
他
方
を
御
願
手

（
ウ
ガ
ン
デ
ィ
）

と
し
て
区
別
す
る
。

　

拝
み
手
‐
外
な
る
大
宇
宙
へ
の
拝
み
。
す
な
わ
ち
、
自
分
の
外
側
に
存
在
す
る
宇
宙
や
大
自
然
、
あ
る
い
は
、

そ
の
心
象
と
し
て
の
神
へ
の
祈
り
や
敬
意
を
表
す
動
作
。

　

御
願
手
‐
内
な
る
小
宇
宙
へ
の
拝
み
で
あ
り
、
自
分
に
内
在
す
る
小
宇
宙
や
神
に
向
け
て
拝
む
動
作
。

　

拝
み
手
は
、
両
手
を
上
向
き
に
広
げ
て
、
そ
の
ま
ま
頭
の
所
ま
で
掲
げ
る
動
作
で
あ
り
、
御
願
手
は
、
合
掌

の
よ
う
に
両
手
を
胸
の
前
に
も
っ
て
い
き
、
手
の
平
を
合
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

み
や
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や
お
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